第６学年１組道徳学習指導案
平成２３年１１月３０日（水曜）第５時限

指導者　○　○　　○　
１　主題名　苦しいときだからこそ　４－（１）遵法・公徳心・権利・義務
２　資料名　苦しいときだからこそ　（出典　「小学校道徳　読み物資料集」）
３　主題設定の理由

（1） ねらいとする価値について
　　　　公徳心とは、社会の一員として社会のために考えたり行動したりすることであり、ルールやマナーを守ることは大切である。それは周囲の人に迷惑を掛けないということだけでなく、進んで公共のために尽力しようとする態度のことである。きまりやマナーを意識する気持ちが高まれば，お互いに気持ちよく過ごすことができると考える。公共の場で良心をもって行動することの大切さについて考え、皆が気持ちよく過ごそうとする態度を養いたい。
（2） 児童の実態について
　　　学校内には様々なルールがある。その一つ一つが子どもたちにとって大切であり、学習を円滑
に進める上で重要なものである。本学級では学校のルールを守って生活できている児童は多い。しかし、公共のために必要なことに気付き行動できる児童は少ないと考える。自分本位な考えで行動するのではなく、集団、さらには、社会の一員として、とるべき行動、とってはいけない行動を正しく判断し、行動しようとする態度を育てていきたい。
（３）　資料について
　　　　本資料は、日本で実際にあった阪神・淡路大震災による被災地の状況について取り扱った内容

である。主人公の父親は阪神・淡路大震災で被災した。給水車をはじめ、代替バスの列など、大震災の直後には並ぶ場面が多くあった。無秩序な状況になりがちな場面ではあるが、このような状況下でも被災者たちは、並んで待つことができた。「並ぶことはみんなが生きること」と極限状態の中でも秩序を守る日本人の行動を父親はそのように語る。
大震災直後の公徳心が必要となる場面で、われわれ日本人が、列を崩さず静かに並んでいた事実を児童に伝え、苦しいときだからこそ公徳を大切にする必要があることを理解させる。また、児童自らが主人公の父親のような立場だったらどのように行動するか話し合わせることで、多様な考え方に触れさせ、児童の公徳心に対する価値観の変化を狙う。そして、その話を聞いた主人公の感じ方や考え方を児童に問うことで、日本人が守り抜いた公徳に触れたときの多様な感じ方や考え方を引き出したい。
４　本時のねらい

　　　互いに気持ちよく生活するために、進んで公徳心をもって社会生活を送ろうとする態度を養う。
５　準備　（教）資料、場面絵、ワークシート
６　本時の展開
	
	学習活動
	主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導

入

３
分
	１　地震の被害を受けた時の気持ちを考える。
	△　もし自分が被災したら、どんなことを考えますか。
・　生きたい。
・　みんなは大丈夫かな。

・　家族はどこにいるかな。
	・　阪神・淡路大震災の写真を提示し、被災地の厳しい状況に気付かせる。

	展

開
39
分
	２　資料を読み、登場人物の気持ちについて話し合う。

（１）給水車が来たときの父親の気持ちを考え、話し合う。

（２）バスに乗ろうとしている客がけんかしているのを見ているときの父親の気持ちを考える、話し合う
（３）自分がわたしの父の立場だったらどのように行動するか考え、話し合う。

（４）「並ぶことはみんなが生きること」という言葉を聞いて、わたしはどのようなことを考えたか話し合う。

３　周りのことを考えずに行
動してしまった経験について振り返り、話し合う。
	△　給水車が来たときわたしの父はどのような気持ちになったでしょうか。

・　早く水が欲しい。
・　抜かしてしまおうかな。
・　誰よりも先に水を手に入れたい。
△　バスに乗ろうとしている客がけんかしているのを見ているときのわたしの父はどんな気持ちだったのでしょうか。

・　こんな場所でけんかしなくていいのに。

・　もっとつめればいいのに。

・　つめたらみんながきつくなってし

まう。

▲　みんながわたしの父の立場なら給水車やバスが来たときどのように行動しますか。

＜並ぶ＞

・　周りのことを考えればみんなが気持ちよく過ごせるように行動したい。
・　苦しいのはみんな一緒だからこそ協力することが大切。

＜並ばない＞

・　被災地の厳しい状態を考えると自分のことで精一杯になってしまいそう。
・　苦しさや辛さから周りのことを考える余裕はなくなる。

＜分からない＞

・　周りの人たちのためにそうするべきだとは分かるが、そのような状況で正しい判断ができるか分からない。
△　「並ぶことはみんなが生きること」
という言葉を聞いて、わたしはどのようなことを考えたのでしょうか。

・　そんな状況でも並ぶことができた日本人はすごい。

・　わたしもみんなのために並ばないといけない。

△　周りのことを考えずに行動してし

まった経験について振り返りましょ

う。

	・　教師が資料を範読する。
・　被災地の凄惨な状況を踏まえて考えさせる。

・　被災者の方々が肉体的の精神的にも不安定であることを抑えて考えさせる。
・　並ぶ・並ばない・分からないの３点から選ばせ、その理由もワークシートに記入させる。

・　実際に列を作って並んでいる写真を提示する。
・　ワークシートに記入させる。

・　学校生活だけでなく、生活全般から振り返るようにさせる。

・　ワークシートに記入させる。

	終

末
３
分
	４　教師の説話を聞く
	△　先生の話を聞きましょう。
	・　自己中心的な判断で行動し、周りの人たちに迷惑を掛けてしまった失敗談について話す。


